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インド大会で金１・銀３

表彰式後の記念撮影（９月 19日、インド・マイソールにて）

　９月 11 日から 19 日の日程でインド

のマイソールで開催された、第７回国際

地学オリンピックインド大会で、日本代

表は金１、銀３の好成績をおさめた。日

本の金メダル獲得は４大会連続。メダル

全員獲得は初参戦以来６大会連続。金メ

ダルを獲得したのは、安藤大悟選手（灘

高 3 年）。銀メダルは桑原佑典（開成高

3 年）、安河内健志朗（栄光学園高 3 年）、

八幡幸太郎（筑波大学附属駒場高 3 年）

の各選手。安藤選手は、気象・海洋科学

部門トップとなり部門賞を受賞した。

　日本選手団は、10 日に日本を出国。

12・13 両日には、メンター達が問題作

成・翻訳を行っている間、マイソール市

内や近郊の寺院などを訪れ、インドの

歴史と文化に触れた。試験は 14 日に筆

記、15 日に実技が行われた。16 日は国

際協力野外調査（ITFI）を実施。17 日

に ITFI の発表会などを行った後、18 日

大会規模は歴代２位
　インド大会に選手を派遣したのは、

23 の国と地域で、参加選手は 90 名。

参加した国と地域の数は過去最大だった

第５回イタリア大会（参加国・地域数

26）に次ぐ、歴代第 2 位の規模となった。

今回が初参加となったのは、オーストリ

ア、バングラデシュ、ナイジェリアの 3 ヶ

国。その他は、アメリカ、インド、スペ

イン、韓国、ブラジル、ルーマニア、イ

スラエル、インドネシア、カンボジア、

スリランカ、台湾、フランス、ロシア、

イタリア、ウクライナ、クウェート、タ

イ、ドイツ、ベラルーシ。また、選手を

派遣しないオブザーバー参加は、キルギ

スタン、マラウイ、アルゼンチン、マレー

シアの 4 ヶ国であった。

【今号の誌面】日本代表の感想（2 面）。

インド大会レポート・文科大臣に表敬訪

問（3 面）。リレーエッセイ（4 面）。

には現地の学校を訪問するなど、各種行

事に参加した。

　日本以外の金メダルは韓国と台湾が 3

個。イタリア、タイ、ルーマニアが１個。

タイとルーマニアは銀メダル数が日本と

同じで、３位を分け合った格好。総合成

績第１位はタイの選手が獲得した。

　日本選手団を率いた団長の久田健一郎

地学オリンピック日本委員会理事長は、

「選手の活躍は相変わらず素晴らしく、

日本は常勝国である韓国や台湾に続く地

位を確保している」と指摘。強豪の一角

に定着しつつあることに、自信を示した。

　また、「会場は非常に立派で快適その

もの。そのお陰で、生徒達は競技に集中

ができて、普段の実力を発揮出来たので

はないか。インド大会の関係者には深く

感謝したい。」と述べた。

　なお、今回のメダル授与総数は 56 個

で、内訳は金 10、銀 18、銅 28。

次回大会はアメリカ
　来年の第８回大会はアメリカ合衆国の

バーモント州で 7 月 26 日から 8 月 5 日

に開催されることになった。バーモント

州はアメリカ北東部、ニューヨーク州や

カナダのケベック州などに隣接し、面積

は全米 50 州の中で 45 位、人口は僅か

61 万人でワイオミング州に次いで 2 番

目に少ないこぢんまりとした州である。

会場となるバーモント大学は、学生数約

1 万２千人の州立大学で、創立は 1791

年の伝統校である。大会日程は例年より

1 か月ほど早く、効率的な研修日程を検

討していくことになりそうだ。

金の安藤選手は気象・海洋科学部門賞も



伝わったもん勝ち
　今回地学オリンピックの代表に選ばれ

たとき、最初に心配したのは海外の人と

英語でコミュニケーションがとれるのか

ということだった。代表選抜を受ける中

で私は日本人の中でさえ英語が出来ない

方であることが発覚したのに、ネイティ

ブも混じる中でやっていけるのか？

　IESO に参加して、実際に英語に不自

由することのデメリットに直面した。何

か尋ねられて言葉に詰まってしまうこと

も多かったし、特に専門用語が絡んでく

る ITFI においては自分の意見が十分に

伝えきれず悔しい思いをした。外国人は

ネイティブでなくとも流暢に英語を操る

人が多く、自分のふがいなさを痛感した。

だが、そのような問題だらけの中でも何

とか意思疎通できたというのは大きな収

穫だった。もちろん単語を言うだけの英

語しかできないのはまずいだろうが、そ

れより大事なのは会話をしようという意

志だと感じた。

　文法が間違っていようが伝わったもん

勝ちだし、聞き取れなくても聞き返すこ

とも出来る。発音も悪かったとは思うが

聞き取ってくれないということはほとん

どなかった。とはいえ全体としてみれば

英語が不得手であることは大きなハン

ディとなっていて勉強の必要性を思い

知らされ、今後の英語学習へのいいモチ

ベーションとなった。

安藤大悟

（灘高等学校 3 年）

価値観を共有できた
　試験について、一番印象に残ったのが

そのスケジュールの厳しさです。体力も

必要なんだなということを実感しまし

た。試験 1 日目の筆記試験は、固体地球・

地質科学分野は比較的容易だったもの

の、天文・地球惑星科学分野は非常に難

解で、心が折れそうになりました。試験

2 日目は実技試験だったのですが、朝か

ら晩までひたすら問題を解き続けたので

大変疲れました。

　ITFI は、積極的に参加することがで

きました。自分の意見を伝え、反映さ

せることができたので満足しています。

Research Project と題した調べ学習活動

でも、ネット調査やポスターの色塗りを

担当しました。

　今回、自分が大会に出て得られたもっ

とも大きな収穫は、現地で作り上げるこ

とのできた人間関係だと思います。様々

な 国 の 生 徒 と ITFI や Research Project

のみならず、いろんな場面で親交を深め

ることができました。大会終了後もネッ

トを通じて交流を続けようと思っていま

す。彼らはかけがえの無い友達です。自

分と同じような分野に興味のある人も多

く、拙い英語ながらも話が弾み、様々な

価値観を共有する事ができました。英語

に関して過剰に心配する必要は無いと思

います。会話って始まってしまえば何と

かなるものなのですね。

桑原佑典

（開成高等学校 3 年）

地球中の人たちと協力を
　「どうせ行かなければならないならば、

そうでもなければ行かないようなとこ

ろへ行きたいと思わない？」8 月の代表

合宿で OB の方からそのようなことを言

われて、僕はこのインド大会への参加

は非常に幸運なのかもしれないと思いま

した。それまで、実はインドへ行くとい

うことへの心配のほうが大きかったので

す。そんなインドでの 10 日間は今まで

生きてきて最も長い 10 日間に感じられ

ました。しかし、振り返るとそれは一瞬

の出来事のように思えます。

　“Very easy!” 試験が終わった後、他の

国の代表の一人が叫びました。僕にとっ

てはそんな簡単ではなかったのですが。

それでも銀メダルを獲得できたのは恵ま

れていたのだと思います。

　IESO の醍醐味は、ITFI といった貴重

な経験ができることと、それらを通じて

他の国の、地学に関心の高い友人をたく

さん作ることができることの 2 つです。

　知り合った多くの友人たちとは、これ

からも SNS などを通じて交流を続けて

いけたらと思います。地学は地球を対象

とする科学なので、地学に進もうとすれ

ば、地球中の人たちと協力する必要が出

てくると思います。IESO はその最初の

機会であり、この経験を将来に役立てて

いけるよう頑張りたいと思いました。

安河内健志朗

（栄光学園高等学校 3 年）

ダンスが印象的だった
　インドについた当初はテストのことに

意識が向いていた。しかし大会は、試験

中心というよりは、国際交流をする機会

が非常に多く、豪華なお祭りみたいだっ

たので、次第に緊張もほぐれ、思い切っ

て積極的に国際交流をしてみたいと思う

ようになった。外国の人たちと交流する

機会は豊富にあったので、さまざまな国

の人と親交を深めることができた。

　英語は会話に関しては意外と大丈夫

だった。粘り強くはっきりといいたいこ

とを伝えようとすれば意外と言いたいこ

とが伝わったのは大きな発見だった。と

はいえ他国の代表に比べて自分の英語力

はまだまだ不足していたのでこれから

もっと磨きをかけていきたい。ITFI や

Research program では積極的には議論

に参加することはできなかったものの、

それを通じてほかの国の代表との親交が

深まり、とても興味深い体験だった。

　試験の後の夜に中庭でみんなで遊んだ

ことや、最終日のパーティーでダンスを

踊ったことは非常に印象的な体験だっ

た。試験はリラックスして望むことがで

き、銀メダルを取ることができた。しか

しこの大会で私はもっと大きなものを得

ることができた。国際交流で、普段では

めったに味わうことのできない貴重な体

験ができ、視野が世界へと広がった。

八幡幸太郎

（筑波大学附属駒場高等学校 3 年）

世界に羽ばたいた日本代表選手たち

国際交流を楽しんだ10日間



文部科学大臣に表敬訪問
生徒 4名に大臣表彰も

　インド大会から凱旋した日本選手団の

4 名は、帰国後の 9 月 24 日、メダルを

胸に文部科学大臣を表敬訪問した。4 人

は大臣表彰を受けた後、記念撮影を行い、

ソファで 10 分程度懇談をした。

　下村博文大臣は、地学に興味を持った

理由について、選手に質問。選手は、中

学や高校で地学部に入ったことや、幼い

頃に親に博物館などに連れて行っても

らったことなど、自分の経験について話

した。引率した久田健一郎地学オリン

ピック日本委員会理事長（筑波大学）に、

下村大臣は、地学オリンピックが他の科

学オリンピックに比

べて良好な成績を記

録している理由につ

いて質問。久田理事

長は、日本の高等学

校の地学は、他の国

や地域に比べて幅広

い分野が網羅されて

いることが特徴であ

る こ と な ど を 答 え

た。

かつてなく快適な会場
　インド大会は、南部のマイソールで開

催された。会場となったのは同国のＩＴ

企業、インフォシス社のマイソールキャ

ンパス。100 万平方メートル以上の敷地

を誇る同社の研修用施設であった。

　この施設に入るには「入国審査並み」

（引率した久田健一郎地学オリンピック

日本委員会理事長）のセキュリティー

チェックがあり、治安は万全。施設は近

代的で、衛生的。食事も美味しく、快適

な環境だったようだ。

　しかし引率した瀧上豊理事は、「ふらっ

と抜け出して、街なかを観光すると言っ

たことはできなかった」と話す。セキュ

リティーもさることながら、古くからの

中心地からだいぶ離れたところにあるた

め、観光などはすべてインド大会事務局

側が用意したものにしか参加できなかっ

たという。

「インド時間」に困惑も
　生活環境は快適だが、「インド時間」

は頭が痛かったようだ。瀧上理事による

と、スケジュールは「日程の順番程度の

意味しかなく、いつ始まりいつ終わるの

かは、始まってみないとわからない」と

いうような具合。午後 4 時半になって

ようやく昼食にありつけるという日も

あったそうだ。また、詳細な日程を公表

するのが遅くなったことから、大会最終

日に行われた表彰式の終盤までに、会場

を後にして帰国の途についたチームも

あったという。

試験は完全選択式に
　一方、試験については、出題から採点

までのプロセスが大分洗練されてきたと

いう。解答はこれまでの一部記述式から、

完全選択式になった。昨年までは選手の

解答を英語に翻訳して採点を仰ぐという

方式であったが、今年はこのプロセスが

飛躍するインドを体感
広大なキャンパスで繰り広げられた戦いの裏側

無くなったことになる。

メンターの負担は相変わらず
　このため、翻訳の手間は一つ減ったが、

今大会も出題の翻訳は実施された。翻訳

を担うのはメンターやオブザーバーと呼

ばれる役員。こうした役員は、そのほか、

出題内容や、採点の適切さについても議

論をする。代表選手の得点に直接結びつ

くだけに、プレッシャーは大きい。

　今回はＩＴ企業での開催にもかかわら

ず、使えるプリンタが少ないなどの理由

で、翻訳作業は大変だったようだ。イン

ド大会からは出題も英語となるのではな

いかと言う観測も大会前にはあったが、

今回は特に議論されず、来年も出題の翻

訳は続けられる公算が出てきた。

下村博文文部科学大臣（前列中央）と日本代表選手

キャンパス内のシアター

試験会場となった巨大な建物

【本大会日本代表の役員】久田健一郎

（団長・筑波大）、田中義洋（東京学芸大

附属高）、川村教一（秋田大）、熊野善

介（静岡大）、谷口英嗣（城西大）、瀧上

豊（関東学園大）、立花義裕（三重大）、

Thomas Frank Parkner( 筑波大）、渡来

めぐみ（茗溪学園中・高）。
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Chiorin!  リレーエッセイ　no. 11

新聞記者と地学の親和性

　学生時代の専門は火山学。山を歩いて

岩石を採取、顕微鏡での観察や化学分析

をしてきた。

　噴火や地震の現場を自分の目で確かめ

たいと記者を志した。ずっと机に座って

する仕事は耐えられそうになく、選挙や

裁判の取材もしてみたかった。

　「なぜ、地学を専攻して記者なのか」。

入社面接で突かれそうな質問には秘策が

あった。「地学の野外調査は足が勝負、

記者も足で稼ぐ仕事だと聞きました！」

　文系職場とみられる新聞社だが、理系

の記者も珍しくない。物理や化学、農

学、原子力工学、医師免許を持つ記者ま

でいる。そのなかで地学系は、実は多数

派、朝日新聞だけでも天文や地理も含め

て１０人はいる。野外調査や試料の分析

は、取材でネタを集めて記事にまとめる

仕事と親和性があるようだ。

　最近、複数の地質系出身の同僚が入社

面接で、私と同じ問答をしていたと知っ

た。秘策ではなく、お約束だったらしい。

営業マンや刑事、足で稼ぐ仕事を志す

フィールド系の学生の定番なのだろう。

　理系記者でも科学の取材ばかりしてい

るわけではない。新聞社は入社後の地方

勤務で、事件やスポーツ、政治、行政な

どあらゆる取材をして基礎をつくる。そ

こで関心分野を見つけ、専攻とは全く違

う分野の専門記者になる人も多い。

　今は災害系の取材が中心だが、私が最

もはまった仕事は選挙だった。当落をか

けた人間模様や集票作戦など醍醐味が満

載。ネットやテレビを通じて流す当選速

報は、有権者や陣営の取材というフィー

ルドワーク、過去の得票、世論や出口調

査の結果のデータ分析が必須、まさに学

生時代に鍛えられたことだった。

　つぶしがきかないと思っていた地学、

実は応用範囲が広いのかも知れない。

く ろ さ わ た い り く。 朝 日 新 聞 記 者。

1963 年長野県生まれ。茨城大学理学研

究科修了。国内外の災害現場、選挙、鉄道、

気象庁、文部科学省などの取材を経験。

科学医療部デスクを経て 2012 年から編

集委員。企画記事の「災害大国」シリー

ズなどを担当。ツイッター ID @k_tairiku

　2016 年 8 月、三重県で第 10 回国際地学オリンピックが開催

されました。地元出身の日本代表、三重県立伊賀高校の熊野君は

金メダルを獲得。大会を誘致した三重県知事も喜んでいます。

　熊野君は三重県南部の尾鷲市に小学校の時に引っ越して、同じ

三重県なのに雨が多いことにびっくり。そんなことから、気象

に興味を持った気象少年です。中学三年生の時、三重県で開催さ

れた中高生対象の科学シンポジウムに参加。3 年後に地学オリン

ピックが三重県で開催されることを知り、これまで研鑽を積んで

きました。熊野君は毎月開かれる三重大学の特別授業に参加し、

人類の将来を左右する地球環境問題の基礎分野が地球科学である

事を知り、将来はその研究をしたいと考えています。

　現在は、地球環境に関連する学科があり、観測船を所有する地

元の三重大学の生物資源学部に進むことを考えているそうです。

　以上はフィクションですが、3 年後の三重大会の後、同じよう

な記事を書くことになれば最高です。

黒沢　大陸

2016 年の夢、三重県から

立花　義裕（三重大学）

　今回の大会は、IGEO（国際地学教育協会）の影響が色濃く反映し

た大会となったことが特徴の一つといえる。そもそも国際地学オリ

ンピック（IESO）は IGEO 主催のもとに実施される毎年開催のイベ

ントであるが、第 1 回から第４回までが、東アジアと東南アジアで

開催されたことからアジアの国際大会の感があった。

　今回は、次期 IGEO 会長となることが予定されている（来年の

IGEO 総会で就任）インド・シャンカー氏が本大会の組織副委員長

を務めたこともあって、「IGEO 主催」が強く打ち出されていた。また、

初めて IESO 規約の改正（規約改正の手続きの規定と参加者年齢制

限の上限修正）が行われ、さらに IESO 規約が定める諮問委員会や

調整委員会の活動が始まったことも特筆に値する。加えて、地学領

域として、１．地質・固体地球科学、２．気象・海洋科学、３．天文・

惑星科学の３本柱が再確認されたことも、今後の IESO の活動を行っ

ていく上で重要である。

　これらの動きは、今後 IESO が拡大成長する上で鍵となる変化で、

より強固な組織へと促すこととなろう。

国際地学教育協会と国際地学オリンピック

久田健一郎（地学オリンピック日本委員会理事長）


